
三重県林業事業体登録名簿

１．基本情報
（１）組織形態 （２）設立年月日 （３）事業の種類

( )

２．組織に関する情報

( ) ( )

認定事業主

○

注 ：「認定事業主」とは、「林業労働力の確保に関する法律」第５条第１項に基づき、雇用管理の改善及び事業の合理化を一体的に図るために必要な措置についての計画を作
成し、知事の認定を受けた事業主のこと。

注１：「雇用管理者」とは、「林業労働力の確保の促進に関する法律」第３０条第１項及び厚生労働省令に基づき、森林施業を行う事業所ごとに、林業労働者の募
集、雇入れ及び配置、教育訓練その他雇用管理に関する事項を管理するために専任された者のこと。

注２：「雇用に関する文書」とは、「林業労働力の確保の促進に関する法律」第３１条及び厚生労働省令に基づき、事業主が林業労働者を雇入れたとき、事業主が林
業労働者に対して交付する、当該事業主の氏名又は名称、事業所の名称及び所在地、雇用期間、従事すべき業務の内容等に関する事項を明らかにした文書のこ
と。

電話及びＦＡＸ

電話・FAX
0597-84-0100

Ｅ－mail

－

ホームページ
ＵＲＬ

－晃榮林業株式会社 濱口 輝久

主たる事務所の所在地商号又は名称 代表者氏名

〒519-4563
熊野市飛鳥町小坂680

登録番号

熊野－５

登載年月日
（登録情報の
変更年月日）

H26.7.31

8 人 人

有 8 人  6 人 6 人
 8 人

労災保険
料 率

  0 人
有 有

就業規則の
策定状況

6 人 6 人 6%

林業現場作
業職員数（う
ち常用）

事務系統職
員数（うち常
用）

雇用管理者
の専任の有
無）

雇用に関する
文書の有無

社会・労働保険等への加入の有無）

労災保険 雇用保険 健康保険 厚生年金
保 険

退職金
共済等

製材

○ ○ ○

会社 協同組合等 森林組合 個人事業主 その他

平成２１年 ２月２１日 設立

造林 素材生産



※フォレストワーカー（林業作業士）、フォレストリーダー（現場管理者）、フォレストマネージャー（総括現場管理責任者）とは、「研修修了者に係る登録制度の運用について（平成10年4月1日
付け10林野組第36号林野庁長官通知）」に基づき、林業労働力確保支援センター等が実施する研修を終了し、農林水産省が備える研修修了者名簿に登載されていること。
・森林作業道オペレーターとは、森林作業道作設オペレーター養成のための研修を受講するなどして、丈夫で簡易な作業道を作設する能力を有する者のこと。
・森林施業プランナーとは、森林施業プランナー育成のための研修を受講するなどして、森林施業の方針や間伐等の施業に係る事業収支を示した施業プランを森林所有者に説明、

提案し、合意形成を図る者のこと。
・技術士とは、技術士法に基づく技術士（技術士補を含む。）のこと。
・技能士とは、職業能力開発促進法に基づく技能士（技能士補を含む。）のこと。
・林業技士とは、(社)日本森林技術協会の認定する林業技術士のこと。

・グラップル：木材を掴んで荷役を行う自走式機械。

・フェラーバンチャ：立木を伐採（フェリング）し、切った木をそのまま掴んで集材に便利な場所へ集積（バンチング）する自走式機械。

・スキッダ：丸太の一端を吊り上げて土場まで地引集材する集材専用の自走式機械。

・プロセッサ：林道や土場などで、全木集材されてきた材の枝払い、測尺、玉切りを連続して行う自走式機械。

 ・ハーベスタ：従来チェンソーで行なっていた立木の伐倒、枝払い、玉切りの各作業と玉切りした材の集積作業を一貫して行う自走式機械。 

・フォワーダ：玉切りした短幹材をグラップルクレーンで荷台に積んで運ぶ集材専用の自走式機械。

・タワーヤーダ：簡便に架線集材できる人工支柱を装備した移動可能な集材機。

13 台

(         台)

その他技術的情報

熊野地方特有の急傾斜な山林に対応す
ることで発達した伝統的架線集材の技術力
を生かしながら高性能林業機械を早期に
導入し、これらを組み合わせ安定した効率
的な集材力を維持している。さらに大系木
伐採できる職人を育て地域にあった素材
生産の技術力を守り、発展させている。

計

19 台

(          台) (          台) (          台) (          台) (         台)

林業機械保有台数 （うちレンタル台数）

(         台) (         台)

1 台0 台 1 台

(         台) (         台) (         台)

トラック
(  2t)

2 台 0 台 0 台 2 台 0 台 0 台

2 人

グラップル フェラー
バンチャ スキッダ プロセッサ ハーベスタ フォワーダ タワーヤー

ダ
トラック
(  4t) 集材機

計

1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 人

技術者 ・ 技能者数

フォレスト
ワーカー

フォレスト
リーダー

フォレスト
マネー
ジャー

森林施業
プランナー

森林作業道
作設ｵﾍﾟﾚｰ

ﾀｰ
技術士 技能士 林業技士 その他



熊野市、和歌山県、奈良
県を含む近隣市町村2,712 m3 6,967 m3 3.01 ha 14.44 ha 28.08ha

50m

主伐 間伐 植栽 下刈り その他 林業作業道修繕

事業実績（事業期間 平成25年 4月 1日 ～ 平成26年 3月 31日）
事業区域

素材生産量 造林事業費 左記以外の事業量

その他事業体情報

「山の神様の恵みに感謝をし、全員が物心両面で幸せとなる」を基本のフィロソフィーとしている。技術力の維持・継承及び安全性の確立を重点とし、管理
体制・作業基準などを見直しながら地域雇用を中心に若者を積極採用し世代交代による技術伝承に取り組んでいる。毎月安全衛生を中心に市況や情報
を含めた会報を作成配布し、家族にも理解していただけるように取り組んでいる。安全の重要性、健康管理の必要性を家庭でも協力していただけることで、
昨年は無災害を記録できた。年に一度の安全大会では、専門家を招き安全講和などを行うことと、安全表彰も実施することで、企業として全員が安全の大
切さを認識できるよう取り組んでいる。生産性の向上、安全の確立、技術伝承、作業効率、再造林のコスト削減など様々な課題があるが全員が一丸となり地
域に必要とされる事業体となれるように信頼が築かれるように努力していきたいと思っている。


